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特集●在宅医療・地域包括ケア
わが国の在宅医療の課題と展望─欧米諸国との比較を含めて 国際医療福祉大学大学院教授 大熊由紀子

改正介護保険法と地域包括ケアの展望 桜美林大学大学院老年学研究科教授 白澤 政和

「まちづくり」の視点から見た地域包括ケア 東京大学高齢社会総合研究機構執行委員(特任教授) 辻 哲夫

在宅高齢者の看取りにおける家族支援の重要性 横浜市立大学医学部看護学科教授 叶谷 由佳

在宅医療への遠隔医療技術の活用 群馬大学医学部附属病院医療情報部 酒巻哲夫・長谷川高志

生活困窮者等の地域包括ケアの実践 特定非営利活動法人訪問看護ステーションコスモス代表 山下眞実子

がんの在宅緩和ケアの実践 めぐみ在宅クリニック院長 小澤 竹俊

難病の在宅医療の実践 大阪大学大学院医学系研究科教授 小西かおる

●視点

社会経済の構造変化と医療政策の課題 山形大学大学院医学系研究科医療政策学講座教授 村上 正泰

●資料

1998 年以降のわが国における自殺死亡の季節変動
(独)国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 山内 貴史・他
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中学高校時代の 6 年間を軟式テニス部で過ごした私の

右腕は，卒業後もしばらくの間左腕に比して太く長い時代

が続きましたが，就職後スポーツをする機会が減り，出産

を境にまったく遠ざかってしまってからは左右差もなくなり，

両腕ともに衰えてしまいました．

過去のA貯筋Dが底尽きた私は，歩くと疲れるし重い荷

物を持つのが苦痛で，すぐに乗り物を使うようになり，ますま

す筋力が低下しました．そして，疲れやすい，風邪をひき

やすい，筋・関節を痛めやすいなどの不調に見舞われ，

「運動しなければ」と思いつつ実行できない日々が続きまし

た．

今や私にとって運動は「やらなければならないもの」とな

りつつあります．運動することを億劫に感じ，義務的にとら

えるようになってしまっているのです．

昨今の健康志向により，人々の食事や運動への関心は

高まっていますが，食事に比べると「運動は苦手だから取

り組みにくい」という声をよく聞きます．また，「昔やらされた

体育が苦痛であった」という声も聞かれます．

スポーツという言葉に本来『遊び，楽しむ』という意味

があったように，子どもの頃，外で友だちと追いかけっこを

したり，なわとびをしたり，体を動かすことは，シンプルに気

持ち良くて楽しかったのに，いつから運動やスポーツは敷

居が高く，特別なことになってしまったのでしょうか．

ちょっと外に出ればいつでも誰にでもできる運動やスポーツ

の場があり，仲間との出会いがあり，気軽にやって楽しん

でいるうちに，自然と誰もが健康になれればいいのになぁと

思います．

(品川靖子)
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